
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 医院・施設名 医 師 名 登 録 月 

① 丸山歯科クリニック 丸山 久雄 先生 2017年  1月 

② 鳥羽医院 鳥羽 憲二 先生 2017年  1月 

③ 赤津整形外科クリニック 赤津 昇  先生 2017年 2月 

ＴＥＬ(直通) 0261-61-1455 、ＦＡＸ(直通) 0261-61-1456 
Ｅ-mail renkei@azumi-ghp.jp  

 受付時間  平日 8 時 30 分 ～ 17 時、土曜日 ８時 30 分 ～ 12 時 30 分（診療日に限ります） 
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オオーーププンンベベッッドドののごご案案内内  

  

            

                                    

  

                        

患患者者ささんんののごご紹紹介介等等にに関関すするるおお問問いい合合わわせせ・・ごご要要望望はは、、地地域域医医療療連連携携課課でで承承っってておおりりまますす。。  

北北アアルルププスス医医療療セセンンタターー  ああづづみみ病病院院  地地域域医医療療連連携携課課  

『病診連携登録医募集のご案内』（地域の医療機関の先生方へ） 

当院では、患者さんを中心とした地域医療を円滑に推進するため、地域の医療機関の先生方のご支援・ご協力を

いただきながら、地域医療連携をさらに充実・発展・密なものとするべく『病診連携医登録制度』を設けており

ます。詳しくは、地域医療連携課へお気軽にお問い合わせください。  担当：三浦 

おかげさまで、当院の連携登録医制度に、下記の先生方に新規お申し込みをいただきましたのでご紹介いたします。 

今後末永いお付き合いをよろしくお願いいたします。（3月末現在、病診連携登録医数89施設） 

平平成成 2299 年年 33 月月 99 日日  1199::3300  --  

ああづづみみ病病院院    本本館館 77 階階  ややままななみみホホーールル  

  「「  院院外外処処方方ににおおけけるる疑疑義義照照会会  」」  

≪大北医師会 病診連携登録医の先生方へ≫ 

当院では、平成17年より「開放型病院システム運営実施要綱」を定め

「開放型病床」（オープンベッド）の届け出をし運用を行っております。

登録医に対して、病院の施設・設備を開放し「地域医療連携課」を通して、

あづみ病院の主治医と連絡を取りながら、共同して診察・検査・治療をす

ることができます。 

現在、使えるベッドを5ベッドご用意しております、ご希望いただけれ

ばこのシステムを利用できるよう準備しておりますので「地域医療連携

課」までご用命ください。 

（利用した場合、開放型病院共同指導料が算定できます） 

平平成成 2299 年年 33 月月 99 日日、、当当院院ややままななみみホホーールルでで行行わわれれまましし
たた。。今今回回ののテテーーママはは、、『『疑疑義義照照会会にに関関すするる検検討討会会』』ででししたた。。  
ここここ数数年年、、病病院院とと周周辺辺保保険険薬薬局局、、病病院院とと地地域域薬薬剤剤師師会会等等

でで、、院院外外処処方方せせんんのの疑疑義義照照会会不不要要のの合合意意をを交交わわしし、、形形式式的的
なな疑疑義義照照会会をを減減ららししてて薬薬局局薬薬剤剤師師・・処処方方医医のの負負担担軽軽減減にに取取
りり組組んんででいいるるここととがが度度々々ニニュューーススととななっってていいまますす。。ままたた保保
険険薬薬局局ででのの患患者者のの待待ちち時時間間短短縮縮等等ののメメリリッットトももあありり、、ここのの
取取りり組組みみはは全全国国的的にに拡拡ががっってていいまますす。。ここれれはは 22001133 年年、、京京
都都大大学学医医学学部部附附属属病病院院ががププロロトトココーールルにに基基づづくく薬薬物物治治療療管管
理理（（PPBBPPMM））のの一一環環ととししてて始始めめたたここととががききっっかかけけででししたた。。
今今回回はは、、ここのの取取りり組組みみをを当当院院とと大大北北薬薬剤剤師師会会でで行行ううここととがが
ででききなないいかか検検討討会会をを行行いいままししたた。。検検討討会会でではは、、いいくくつつかか課課
題題がが挙挙げげらられれ、、ささららにに議議論論がが必必要要ででははあありりまますすがが、、保保険険薬薬
局局とと薬薬剤剤部部でで話話しし合合いいをを重重ねねてて理理解解をを深深めめ、、運運用用がが出出来来るる
よよううににししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。      （（薬薬剤剤部部  松松本本和和子子））  

《 写真：外来棟３階 医局ラウンジ 》 

mailto:renkei@azumi-ghp.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                             

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉 裕 
（ちば ゆたか） 

在宅支援科 

◆東北大学医学部（昭和55年卒） 

◆日本泌尿器科学会専門医・指導医 

 日本超音波医学会専門医・指導医・理事 

◆日本超音波医学会     日本泌尿器科学会 

 日本泌尿器内視鏡学会 日本排尿機能学会 

 日本女性骨盤底医学会 日本在宅医学会 

◆◆平平成成 2299 年年 11 月月よよりり在在宅宅支支援援科科でで勤勤務務ささせせてて頂頂くくここととににななりりままししたた千千葉葉裕裕（（ゆゆたたかか））でですす。。岩岩手手県県宮宮古古市市でで生生ままれれ、、

幼幼稚稚園園かからら高高校校ままででをを同同じじ岩岩手手のの盛盛岡岡でで暮暮ららしし、、大大学学よよりり宮宮城城県県仙仙台台市市にに移移りり、、卒卒業業後後もも山山形形県県、、秋秋田田県県ななどどのの病病院院にに

短短期期出出張張以以外外はは殆殆どどをを東東北北大大学学のの医医局局でで過過ごごしし、、平平成成 1144 年年よよりり仙仙台台市市内内のの東東北北公公済済病病院院へへ赴赴任任。。平平成成 2277 年年かからら現現在在

のの岩岩手手県県立立中中央央病病院院にに勤勤務務ししてておおりりままししたた。。ししたたががっってて東東北北のの地地をを離離れれるるののもも、、専専門門領領域域のの泌泌尿尿器器科科以以外外をを担担当当すするるのの

ももここのの歳歳でで初初めめててののここととでで多多少少のの不不安安をを感感じじてておおりりまますす。。たただだ以以前前かからら長長野野はは自自然然やや風風土土がが岩岩手手とと似似てていいるる印印象象をを持持っっ

てておおりり、、ままたた今今ままでで 4400 年年間間関関わわっっててききたた泌泌尿尿器器科科やや超超音音波波専専門門医医ととししててのの経経験験やや知知識識がが、、必必ずずやや在在宅宅医医療療のの現現場場ででもも

役役にに立立つつとと信信じじてて思思いい切切っってて飛飛びび込込んんででみみるるここととににししままししたた。。ももうう新新ししいいここととをを覚覚ええるるののもも何何かかとと大大変変なな歳歳ににななりりまましし

たたがが、、ももととももとと野野球球・・ササッッカカーー・・フフッットトササルル・・ススキキュューーババーーダダイイビビンンググななどどののススポポーーツツがが趣趣味味ででききっっととままだだままだだ地地域域のの

皆皆様様ののおお役役にに立立ててるるここととももああるるとと信信じじてて頑頑張張りりまますすののでで、、何何卒卒よよろろししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

  

■■講講演演「「認認知知症症とと運運転転免免許許ににつついいてて」」  

  講講師師：：島島根根大大学学名名誉誉教教授授・・島島根根大大学学医医学学部部特特任任教教授授・・    ■■講講義義「「改改正正道道路路交交通通法法ににつついいてて」」          ■■意意見見交交換換    

      塩塩飽飽労労働働衛衛生生ココンンササルルタタンントト事事務務所所・・                    講講師師：：大大町町警警察察署署  交交通通課課  交交通通係係係係長長        ｺｺｰーﾃﾃﾞ゙ｨｨﾈﾈｰーﾀﾀｰー：：北北アアルルププスス医医療療セセンンタターー  ああづづみみ病病院院  副副院院長長  

          NNPPOO 法法人人習習慣慣病病予予防防研研究究セセンンタターー                                竹竹澤澤  隆隆幸幸  巡巡査査部部長長                            認認知知症症疾疾患患医医療療セセンンタターー  セセンンタターー長長  

              塩塩飽飽  邦邦憲憲  先先生生                                                                                                      村村田田  志志保保  医医師師  

    

          

      

                  

                        

3 月 2日、「認知症を考える講演会」が開催されました。島根大学の塩飽那憲先生、大町警察署の竹澤隆幸氏より、認知症と運転能力、改正道路交通法について、ご講演・ご

講義いただきました。その後、居宅介護支援事業所あんじゃねの海川美恵氏、NPO 法人安心生活支援こごみの細澤幸恵氏、北アルプス広域連合の大塚裕明氏より、それぞれの

お立場での取り組みについてお話いただきました。塩飽先生のご講演より、16 歳～24歳の交通事故件数が年々減っているのに比べ、65歳以上の事故件数は変わっていないた

め、割合としては高齢者の事故が増えていること、今後、特に 85歳以上の認知症の数が増えていくことが予想されていることなどお話がありました。高齢になってからの運転

の問題は、現在進行形の問題であり、一人一人が考えなければいけない問題なのだと考えさせられました。筆者は普段、病院の認知症外来で認知機能検査を担当していますが、

検査の点数が日常生活での支障や運転能力とどのくらいリンクしているのかは、到底判定しうるものではありません。ご本人、ご家族、地域や院内の関係スタッフなどからの情

報で総合的に判断されるべきものと考えています。また、いざ認知症と診断されたとして、ご本人やご家族の生活がその後も続くということに寄り添う必要があります。 

更に重要なのは、個人や家庭で運転免許をどうするか、免許返納後の生活をどうするか考えるというレベルを超えた、皆が住みよい地域作りであるということも痛感致しまし

た。日々の業務をこなしながらも、一方ではいずれ家族や自分が高齢者になる一人の人間として、この問題に目を向けていきたいと思います。（心理療法科 尾本 佳保里） 

◆信州大学（平成18 年卒） 

◆日本整形外科学会専門医    日本リハビリテーション医学会専門医 

◆日本整形外科学会       日本リハビリテーション医学会 

中部日本整形外科災害外科学会 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 

日本肘関節学会        日本肩関節学会 

松葉 友幸 
（まつば ともゆき） 

整形外科、肩関節治療センター 

◆◆44 月月よよりりおお世世話話ににななるる松松葉葉友友幸幸とと申申ししまますす。。ああづづみみ病病院院ににはは 22001133 年年 77 月月かからら 22001155 年年 66 月月ままでで 22 年年間間、、

務務めめささせせてて頂頂ききままししたた。。そそのの後後、、船船橋橋整整形形外外科科病病院院、、信信州州大大学学医医学学部部附附属属病病院院をを経経てて、、ああづづみみ病病院院にに戻戻るるこことと

ととななりりままししたた。。大大北北地地域域、、ああづづみみ病病院院はは非非常常にに働働ききややすすいい環環境境ででししたたののでで、、ままたた当当院院でで働働くくここととががででききててととてて

もも嬉嬉ししくく思思っってていいまますす。。畑畑院院長長とと同同じじ、、肩肩関関節節疾疾患患をを専専門門ととししてておおりりまますすがが、、四四肢肢のの外外傷傷ななどど整整形形外外科科一一般般のの

診診療療ににもも力力をを入入れれてて頑頑張張っってていいききたたいいでですす。。微微力力ななががらら地地域域のの方方々々ののおお役役にに立立ててれればばとと思思っってていいまますす。。よよろろしし

くくおお願願いい致致ししまますす。。  

◆東京医科歯科大学（平成２７年卒） 

 

  

◆東京歯科大学（平成２８年卒） 

◆日本口腔外科学会 

  

◆信州大学（平成29 年卒） 

  

  

飯塚 顕 
（いいづか あきら） 

外科（後期研修医） 

中野 僚子 
（なかの りょうこ） 

歯科口腔外科 

小林 克己 
（こばやし かつみ） 

初期研修医 

◆◆４４月月よよりりああづづみみ病病院院でで初初期期研研修修医医ととししてて働働かかせせ

てて頂頂くくここととととななりりままししたた小小林林克克己己とと申申ししまますす。。私私はは

安安曇曇野野市市明明科科のの出出身身でであありり、、慣慣れれ親親ししんんだだ安安曇曇野野のの

地地でで医医療療にに携携わわれれるるここととをを嬉嬉ししくく思思っってていいまますす。。大大

学学ままでではは野野球球ををししてておおりりままししてて、、体体力力ににははああるる程程度度

自自信信ががああるるののでで、、ここれれかかららはは知知識識ににもも自自信信ががももててるる

よよううにに学学んんででいいききたたいいとと思思っってていいまますす。。患患者者ささんんのの

信信頼頼をを得得ててそそのの信信頼頼にに応応ええらられれるるよよううなな医医師師をを目目

指指ししてて日日々々研研鑽鑽ししてていいききたたいいとと思思っってていいまますすののでで、、

ごご指指導導ごご鞭鞭撻撻のの程程よよろろししくくおお願願いい致致ししまますす。。ままたた、、

最最近近はは泣泣けけるる本本・・映映画画探探ししにに熱熱をを注注いいででいいまますすののでで

おおすすすすめめのの本本等等ごござざいいままししたたららごご一一報報下下ささいい。。  

◆◆４４月月よよりり外外科科のの後後期期研研修修ででおお世世話話ににななっってておおりりまますす飯飯塚塚でですす。。生生ままれれ育育っったたののははおお隣隣のの群群馬馬県県でですすがが、、学学生生時時代代はは

東東京京、、初初期期研研修修のの２２年年間間はは秋秋田田県県横横手手市市とといいうう雪雪国国でで過過ごごししままししたた。。安安曇曇野野ににききててかかららとといいううもものの、、毎毎日日自自宅宅ののすすぐぐ

前前かからら北北アアルルププススのの山山並並みみをを目目ににすするるここととががでできき、、清清々々ししいい思思いいににななりりまますす。。趣趣味味ののババイイオオリリンンでで気気晴晴ららししををししつつつつ

もも、、本本業業のの外外科科でではは精精一一杯杯修修行行にに励励みみたたいいとと思思いいまますす。。どどううぞぞ宜宜ししくくおお願願いいししまますす。。  

◆◆４４月月よよりり歯歯科科口口腔腔外外科科にに勤勤務務ささせせてていいたただだききまますす中中野野僚僚子子とと申申ししまますす。。昨昨年年はは信信州州大大学学医医学学部部附附属属病病院院のの歯歯

科科口口腔腔外外科科ににてて研研修修をを行行わわせせてていいたただだききままししたた。。歯歯科科医医師師２２年年目目でであありりままだだままだだ未未熟熟でですすがが、、１１日日ででもも早早くく一一

人人前前のの歯歯科科医医師師ににななれれるるよようう日日々々努努力力ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。病病院院歯歯科科にに勤勤務務すするる一一員員ととししてて、、口口腔腔外外科科分分

野野ののみみででななくく口口腔腔ケケアアににもも力力ををいいれれてていいききたたいいでですす。。今今後後ととももごご指指導導ごご鞭鞭撻撻ののほほどど宜宜ししくくおお願願いい致致ししまますす。。  
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